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主
な
遺
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第
五
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査
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大
溝
S

D
四
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10で
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八
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三
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幸

七
世
紀
末
ー
八
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

京
六
条
三
坊
西
北
坪
の
東
南
部
に
あ
た
り
、
第
五

0
次
（
西
）
調
査
地
（
『
木
簡
研

究
』
第
九
号
参
照
）
の
西
約
二

0
m
の
地
点
で
あ
る
。
東
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、
南
北
―
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・

（
一
九
八
七
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）
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「
＜
尾
張
国
海
部
郡
魚
鮨
三
斗
六
升
く
」

査
区
の
北
端
で
南
岸
か
ら
幅
ニ
・
六

m
分
を
検
出
し
た
。
し
か
し
想
定
位
置
よ

り
約
一

0
m
北
へ
ず
れ
る
た
め
、
こ
の
地
点
と
第
五

0
次
調
査
地
と
の
約
二
〇

m
の
間
で
溝
が
屈
曲
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
深
さ
は
一
・
六

m
、
堆
積
は
一
―
―

層
あ
り
、
上
。
中
層
は
奈
良
時
代
、
下
層
は
藤
原
宮
期
で
あ
る
。
木
簡
は
中
層

か
ら
一
点
出
土
し
た
。
他
に
上
層
か
ら
。
ハ
ル
メ
ッ
ト
押
捺
文
軒
乎
瓦
、
下
層
か

ら
山
田
寺
系
の
単
弁
八
弁
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華
文
軒
丸
瓦
が
出
土
し
た
。

木
簡
の
釈
文
・
内
容

1
7
2
 X
 2
0
 x
 
5
 

0
3
1
 

19 




